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第３章 説明会型意見交換会の開催報告 
１．実施概要 
 
■プログラム 

 プログラム 内容 
19:00 開会・挨拶 平塚市まちづくり政策部まちづくり政策課より

挨拶 
19:05 全体説明 まちづくりの検討状況、拠点まちづくりの方向

性について 
19:30 パネル前にて拠点ごとの意見

交換 
参加者とスタッフが 1 対 1 の状態で、地域での
生活実態と、暮らし続けるために必要な拠点な
どについて意見交換 

20:15 拠点ごとのご意見の紹介 
全体意見交換 

意見の内容をスタッフが発表し、全体で意見 
交換 

20:55 今後の予定 今後の予定説明 
21:00 閉会  

 
・次ページ以降に、説明資料を整理する。 
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■説明資料 
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■開催風景 
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２．意見概要  
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その他 
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第４章 まとめ 
オープンハウス型意見交換会と説明会型意見交換会の結果について、基本属性の傾向と、立地適正
化計画に関係する誘導施策・誘導施設、日常生活拠点に関する意見についてまとめる。 
 

１．オープンハウス型意見交換会について 
【基本属性】 
・居住地は、ツインシティ大神地区のみ市外が最も多く、市役所周辺は市外と東部地域が最も多かっ

た。その他の拠点では、開催拠点の該当する地域の回答者数が最も多かった。市役所周辺のみ市外
を含め、市内全地域からの回答があった。[問１] 

・年齢は、ツインシティ大神地区周辺のみ 30 代が最も多い。その他の拠点では、60 代以上が最も多く
過半数を超えており、やや高齢者に寄った結果になっている。［問２］ 

・開催拠点までの交通手段として、東海大学前駅周辺、ツインシティ大神地区周辺では自家用車が、
平塚駅周辺、旭地区周辺では徒歩が、市役所周辺では自転車の利用が多い。[問５] 

 
【開催拠点の誘導施策・誘導施設について】 
・拠点内で重要な誘導施策については、各地区でバスなどの公共交通利便性の向上を重視している

（旭地区周辺は地域内移動の支援を重視している）。その他は、平塚駅周辺で歩行環境整備、休
憩・交流できる屋外公共空間づくりが、市役所周辺でイベントやゆっくり過ごす場づくり、歩行環
境整備が、旭地区周辺で生活利便施設と合わせた多世代交流の場づくりを重視していた。[問７] 

・その他重視する誘導施策は、東海大学前駅周辺で商業施設の誘導、図書館の整備、子供と共に遊び
くつろげる場づくり、東海大学生との地域交流が、平塚駅周辺では商店街の再生、駅を経由せずに
目的地へ行ける交通網整備、外国人が交流する場づくり、大規模工場との協働によるまちづくり、
イベント・活動の場の充実が、市役所周辺では公共施設群の改修、歩行者と自転車が安全に移動で
きる道路づくり、近隣市と連携したまちづくりが、ツインシティ大神地区周辺では、倉見駅方面へ
のアクセス向上、外国人観光客も対象としたバスセンター整備、公⺠館での子供の居場所づくり、
雨の日の子供の遊び場の充実が、旭地区周辺では団地内の商店街活性化が挙げられた。［問８］ 

 
・強化すべき誘導施設については、東海大学前駅周辺で行政、教育・文化機能が、平塚駅周辺で教

育・文化、子育て、商業機能が、市役所周辺で商業、子育て機能が、ツインシティ大神地区周辺で
は子育て、医療機能が、旭地区周辺では教育・文化機能を重視していた。［問９］ 

・具体に強化すべき機能として、東海大学前駅周辺では駅周辺での行政窓口や東海大学周辺での公⺠
館の設置、東海大学内施設の一般開放、土日開放の保育園の誘導、多世代が利用できる公園広場の
整備が、平塚駅周辺ではスーパーマーケットなどの商業施設の充実、南部地域での行政窓口の増
設、南部地域から総合病院・総合公園・市役所にアクセスするバスの運行※が、市役所周辺では見
附台公園以東での緑ある公園整備が、ツインシティ大神地区では屋内の子供の遊び場や児童福祉施
設の整備、小児科以外の病院・診療所の誘導、小回りの利くバスの運行、ポケットパークの整備、
日常利用できる規模の買い物施設の誘導、消防署・交番の誘導が、旭地区周辺では地区内に充実し
ていない診療科や障がいをもつ子供の医療施設誘導、温浴施設や映画館などの娯楽を含めた複合施
設誘導が挙げられた。［問９,10］ 

※メールによる提出意見 
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・日頃感じる課題として、東海大学前駅周辺では、神奈川大学跡地活用方法、⾦目公⺠館付近での歩
道の狭さが、平塚駅周辺では、駅東側の生活利便性の向上、空き地空き家の管理や活用が、旭地区
周辺では、高村団地外の未整備の歩道の危なさ、拠点以外も含めたバリアフリー整備対応を感じて
いた。［問 12］ 

 
【災害について】 
・災害に対する重要な施策として、旭地区周辺では避難所・避難路の整備が多い。その他の拠点で

は、河川や下水道整備による浸水対策が多い。特に気がかりな場所は、東海大学前駅周辺ではみず
ほ小学校、⾦目川付近での洪水被害が、ツインシティ大神地区の大神幼稚園周辺での洪水・内水被
害が、旭地区周辺では指定避難所である旭陵中学校への高齢者の移動の困難、高根台病院周辺での
がけ崩れが挙がった。また南部地域の津波被害も挙がった。 [問 11] 

 
【日常生活拠点について】 
・東海大学前駅周辺で、⾦目小学校付近での買い物施設の誘導の意見があった。⾦目・豊田本郷付近

での交通結節点の形成、城島地区での医療福祉施設や公園の少なさを日ごろ感じている課題として
挙げていた。［問 12］ 

 

２．説明会型意見交換会について 

【誘導施策について】 
・平塚駅・市役所周辺では、総合公園の柔軟な活用、平塚駅・市役所間の回遊性の向上、マンション

1 階への商業施設の誘導、周辺市からの利用も考慮した拠点づくりが、ツインシティ大神地区では
農業施策との連携、地域住⺠や企業と連携したまちづくり、近隣市町村を考慮した拠点形成が、旭
地区周辺では、医療予防を考慮した健康まちづくり、東海大学学生と地域の交流促進が、東海大学
前駅周辺では拠点内での高齢者の移動手段支援が挙がった。 

 
【誘導施設について】 
・平塚駅・市役所周辺では、高等教育機関も併せた子育て、教育・文化機能の強化の意見があった。 
 
【日常生活拠点について】 
・農地も含めた交流広場整備・活用によるマルシェやキッチンカーなどの一時的・移動型の商業機能

の導入、横内団地の属性を考慮した拠点の位置の再検討、介護福祉施設の強化が挙がった。 
 
【その他】 
・東⻄移動時の自転車の⾛行環境の改善の意見があった。 
・横浜ゴムや総合公園などの施設も含めた都市機能誘導区域の可能性の提示があった。 
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■拠点別の意見一覧 

 
  

拠点名

東海大学前駅周辺

平塚駅・市役所周辺

【将来像】
・東海大学生との地域交流
【機能】
・東海大学周辺での公⺠館の設置、東海大学内施設の一般開放
・教育・文化機能の強化、図書館
・商業施設の誘導
・駅周辺の行政窓口
・土日開放の保育園、子供と共に遊びくつろげる場づくり
・多世代が利用できる公園広場
【交通】
・拠点内の高齢者の移動手段、支援

市⺠意見

【将来像】
・周辺市からの利用も考慮した拠点づくり
【平塚駅周辺】
・商店街の再生、スーパーマーケットなどの商業施設の充実、マンション1階
への商業施設の誘導
・教育・文化、子育て、商業機能の強化、南部地域の行政窓口の増設
・イベント・活動の場の充実、外国人との交流の場づくり
・休憩・交流できる屋外公共空間づくり、緑ある公園の整備
【市役所周辺】
・公共施設群の改修
・商業、子育て機能の強化
・イベントやゆっくり過ごす場づくり
【周辺】
・総合公園の柔軟な活用
・高等教育機関も併せた子育て、教育・文化機能の強化
・大規模工場との協働によるまちづくり
【交通】
・歩行環境整備、歩行者と自転車が安全に移動できる道路づくり
・駅を経由しない交通網整備
・平塚駅・市役所間の回遊性の向上
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拠点名

ツインシティ大神地区

旭地区周辺

横内団地周辺

⾦目小学校・公⺠館周辺

吉沢公⺠館周辺 ー
城島公⺠館周辺 医療福祉施設や公園の少なさ
土屋公⺠館周辺 ー

市⺠意見

農地も含めた交流広場整備・活用によるマ
ルシェやキッチンカーなどの一時的・移動
型の商業機能の導入

・買い物施設の誘導
・歩道の狭さ

・横内のコミュニティの中⼼は公⺠館付近
・介護福祉施設の強化

【将来像】
・予防医療を考慮した健康まちづくり
・東海大学学生と地域の交流促進
【機能】
・団地内の商店街活性化
・教育・文化機能の強化
・地区内に充実していない診療科や障がいをもつ子供の医療施設誘導
・生活利便施設と合わせた多世代交流の場づくり
・温浴施設や映画館などの娯楽を含めた複合施設誘導
【交通】
・地域内移動の支援
・都市機能誘導区域外も含めたバリアフリー整備

【将来像】
・近隣市町村を考慮した拠点形成
・農業施策との連携、地域住⺠や企業と連携したまちづくり
【機能】
・公⺠館での子供の居場所づくり、屋内の子供の遊び場や児童福祉施設など
子育て機能の強化
・小児科以外の病院・診療所など医療機能の強化
・日常的な買い物施設、消防署・交番、ポケットパーク
【交通】
・倉見駅方面へのアクセス向上、小回りの利くバスの運行、外国人観光客も
対象としたバスセンター整備


